
はじめに

１９世紀末から２０世紀初頭のアメリカ合衆国は南北戦争後の北部主導による国家統一

形成に向けて大きなうねりの中にあった。連邦制度の再編，強化は行政の長，行動派
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Abstract
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大統領の登場で代表される革新主義運動という名で歴史家たちに呼ばれてきた。本論

は行動派大統領を受け入れる世論作りに一役買った人物に焦点を当てることで，この

時代を振り返る試みである。

取上げるのはセイモア・イートン（１８５９－１９１６），その出自も資料不足で追えない

人物である。しかし，産業化，都市化，移民の流入で混乱するこの連邦再編の時代に

突如出現し，人々の読書習慣に目を向けその組織化を試みた人物である。背景には鉄

道に代表される市場機構の変化，農村地域の変貌，それによって齎された社会不安が

ある。イートンはその経歴をまず都市に集中する農村出身者・移民・労働者の基礎学

力の支援，地方公務員資格取得教育に専心することから始めたが，晩年は児童書にそ

のエネルギーを集中させた。それはアメリカ全土を視野に入れた新しいアメリカ観作

りに貢献することであった。連邦制度の要となる行動派大統領，セオドア・ルーズ

ヴェルトへの支援を家庭に届けることになったからである。晩年に到るイートンの業

績をみることは，アメリカにおける移民・労働者教育のあり方，大学・専門学校，夜

間学校，各種図書館，公立図書館，通信教育など２０世紀初頭のアメリカ市民教育の役

割，その混沌とした状況を再考することにつながるだろう。教員時代に鍛え培ったビ

ジネス手腕と教養教育への危機感が生んだ駅前図書館の発想，読者層の組織化とその

盛衰は，政治・政党の再編の裏側にあった２０世紀初頭のアメリカ文化を映し出す鏡に

なるだろう１）。

１．実務教育・資格取得の支援

セイモア・イートンは１８５９年カナダ，オンタリオ，イッピッングに生まれ，１９１６年

にフィラデルフィアで亡くなっている。教師を志し，ウィニペグ・ビジネス・カレッ

ジと呼ぶ教育活動を始めたのは１８８４年のことである。その後，１８８６年に結婚，ボスト

ンに移り住んだ。６年間を過ごすこのボストンでホーム・スタディ・コレスポンデン

ス・スクールと呼ぶ通信教育を始めた。残念ながら，この間の資料は手に入らない。

しかし，ビジネス・カレッジやホーム・コレスポンデンス・スクールの名で，イート

ンがやろうとしていたことは当時の出版物，さらに，ドレクセル・インスティチュー

ト芸術・科学・産業学校（後のドレクセル大学，以下ドレクセル大学）採用後の活動

で見ることが出来る２）。

イートンがフィラデルフィアに移り，ドレクセル大学で教鞭を取ったのは１８９２年の

ことである。当時は大学教育が社会のニーズに合わせて多様化する時代であった。ア
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メリカ合衆国において，大学はハーバード大学に代表されるように，入植後の牧師を

輩出する大学として１６３６年に始まっている。植民地時代から続く東部の私立大学は

リーダーを輩出するエリート校として君臨してきた。アメリカの西進とともに，南北

戦争以降，地方に次々と創られたのは，ランド・グラント（土地付与）大学と呼ばれ

る公的負担で生まれた大学である。国立大学の無いアメリカで州の管轄下にある州立

大学である。地域の教育者を育て，農民教育を当初目的とした。さらに，１９世紀末に

は富豪となった鉄道王や企業家たちが創設した私立大学が加わった３）。ドレクセル大

学も資産家，アンソニー・J・ドレクセルが創立したものである。しかし，シカゴ大

学やスタンフォード大学のような東部エリート校と競い，ドイツを手本とした大学院

教育を充実させていく総合大学をめざす方針を退け，ドレクセル大学は当時需要が急

増していた事務職者の教育・養成に応えることを選んだ。女子大学の設立も視野に

あったというが，近くにブリンマー女子大学の企画があったことから，断念したとい

う４）。女子エリート教育からも方向を転換し，ドレクセル大学がとった方針は，都市

に集中し始めた若者を相手にした実務教育であった。学位取得を謳わず，どのような

経歴の持ち主でも，女性にも男性にも，実

践教育の機会をつくるというものであっ

た。働きながら学べる夜間講座や，秘書講

座，全米でいち早く図書館の司書を養成す

るプログラムをはじめたのもこの学校で

あった。設立当初の理事会の記録は学校経

営の手探りの様子を伝えている。受講者は

昼間の学生数より，はるかに夜間の学生数

のほうが多かった５）。働く人々が容易に通

えるようにと，鉄道拠点に最初の校舎を構

えたのも，創立者の思いを表している。大

理石の巨大な建造物，古典回帰の内装，中

央におかれたサモトラケのニケ像，その下

の通路に掛かる大きな時計。労働者の学校

と銘打ったその姿は，啓蒙精神と，時間厳

守を醸し出すみごとな空間になっている

（写真①）。こうしたドレクセル大学の初

期の精神と取り組みはイートンを採用する

背景にあったことだろう。イートンのほう

写真① ドレクセル大学 メインビルディン
グ エントランス・ホール（本論著
者撮影）
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はそれまでの取り組みをさらに発展させる好機と見たに違いない。

イートンがディレクターであった商業・金融学部のパンフレットを見てみよう６）。

「成功者とは，つまるところ成功したビジネスマンのことをいう…人の帳簿管理に甘

んじることなく，自ら起業することである。われわれは経営者になることを教えるの

であって，経営者のもとで記録するだけの人材を養成するところではない」と学部の

方針が高らかに謳われている。そして，この目標達成のためにとビジネスの基本を教

えるカリキュラムが紹介される。製造業の仕組み，流通の販売の基礎，株式会社・会

社経営の基礎，営業の基礎，商品の仕入れ，市場調査，ローンと信用，銀行の仕組み，

宣伝と広告，会計と簿記の基礎講座の数々。こうした授業に加えて職業と直結する

コースも用意されていた。１．簿記講座 ２．速記講座 ３．私設秘書講座 ４．公

務員試験講座である。ことに力をいれているのは公務員試験講座であり，当時，連

邦，州，市に新しく生まれているそうした新しい公務員のニーズに応えるコースを提

供できる学部であることを明記している。これらのコースへの受講条件であった入学

試験の科目は英語，地理，アメリカの歴史の３科目であった。英語学習と広く世界に

向けられた新しい地理観，市民教育の根幹としての世界の中のアメリカを問う歴史観

が挙げられている。イートンはこの学部でディレクターまで上り詰め，教えた講座を

もとに数々の書籍をテキストとして出版した。

イートンの著作の傾向をみると，『ビジネス１００の練習帳』７）といったタイトルが示

すように，臆することなくビジネスを始められる段階別指導書がまず挙げられる。さ

らに，地方公務員受験用の本，地理，歴史の解説本，手紙の書き方，ビジネス文書の

書き方指南書が続く。こうした多岐にわたる自習用図書は新しい読者のニーズを伝え

ている。都市流入者が望む最新の手引書，ハウツー物であったことだ。『エヴリデイ・

エデュケイター』８）という名の通り，毎日，自学自習する人達用の学習書であった。

またイートン自身の出自を思わせる，教員用と銘打ったものも多い９）。こうした出版

の成功に背中を押されたのであろうか。成功者たれと自身が教えていたビジネスの手

法をみずから実践へ移したかったのだろう。野心家であった１０）。地道な教員生活に終

止符を打ったのである。ドレクセル大学の資料によると，わずか５年で大学を退い

た。推測するしかないが，後年，「ドレクセル大学の名を騙って，ビジネスを展開す

るのは不愉快である」といった大学長の手紙が残っている１１）。そこには，イートンへ

の不快感が明らかである。経営難の中，めまぐるしい大学の改組，改編が続く中で

イートンと大学関係者の間で齟齬が生じていたのであろう。あるいは手引書の類では
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なく，イートン自身が教養関連の著作に傾倒していったのかもしれない。次にみるよ

うに，自身が設立した会員制図書購入クラブや会員制駅前図書館で謳っているのは，

新しい時代にふさわしい教養書を提供することであったからである。また読者層の拡

大も視野に入っていた。ビジネスと教養書の普及の双方を社会的な要請のなかで，工

夫していくイートンの手腕，使命感の表れといえる。大学を去ってイートンが始めた

試みを次に見ていこう。

２．教養書の提供――会員制図書購入クラブと会員制駅前図書館

１９００年，イートンは一般図書の啓蒙のために，ブックラヴァーズ・クラブ（愛書家

友の会）という名の会員制図書購入クラブを始めた。資本金６０万ドル，有志から集め

た資金を株式会社方式で運用したようだ１２）。このブックラヴァーズ・クラブは流通業

としての商品の図書をサービス業と結びつけた，いわばビジネスと知識の普及を同時

に展開するイートンの野心的な活動を象徴している。フィラデルフィアに拠点を置

き，５００冊ほどの書名が並ぶカタログを会員に送るカタログ商法だった。迅速に書籍

を届けるサービスを謳った。ブックラヴァーズ・クラブのメンバーは余裕のある，中

産階級層であったようだ。実用書の読者層とは異なることから，購買意欲の増した読

者層に，さらに販売の市場を広げようとした意図が見受けられる。５ドルのメンバー

シップ代金が払えることが条件だった。人に先んじて新しい本が手にはいることがメ

ンバーには好評だったようだ。また２冊，３冊と購入するたびに割引制度が適用され

た。余裕が出来た層の所有欲をくすぐる仕掛けをしていたのである。

カタログの冒頭でライブレリアンと自称するイートンは新しい読書習慣作りに指南

係が必要であることを明言している１３）。会員権，通信販売，アドバイザーの存在と極

めて新しい方式を導入しようとしていた。商品の「品揃え」とも言うべきカタログの

選書の傾向をみると，何より早く，話題の本が手に入ることを謳っている。カタログ

には「新しい」や「最新」の見出しが躍る。公立図書館が整わない中，図書館に行け

ない人たち，図書館ではにわかに手に入らない新しい図書，書店の整わない地域の読

者に応えるイートンの姿勢がみえる。図書の分類にまだなじみの無い読者に向け，自

由裁量の分類がなされていることも重要だろう。選書には必ず選書理由が添えられて

おり，手っ取り早く内容を知ることができた。まず彼の作り出したカテゴリーの例を

挙げよう。

購入する折には番号でのみ，申込用紙に記入することになっていたため，書名の冒
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頭には番号が振られている。手に入る１９００年版のカタログの１から５までは「人気小

説５選」。チャーチルの歴史小説『リチャード・カーヴェル』がその一冊に選ばれて

いる。次に「楽しめる回想録６選」が挙がる。回想録を好む世代がまずはターゲット

だろうか。ジュリア・ワード・ハウなどが薦められていることは女性の読者もター

ゲットにしているということだろう。「女性作家」のカテゴリーや「女性向け」と銘

打ったものも多い。「伝記４選」，さらに「自伝２選」が続く。ジェームズ・ラッセ

ル・ローウェルが最初に挙がり，ベンジャミン・フランクリン，ウィリアム・ペンと

続くのは，フィラデルフィアに拠点を置くゆえであろう。伝記の最後はリンカーンで

ある。ニューマン・ホールの自伝やジョゼフ・パーカー牧師の著作が挙がる。イート

ンが１９世紀後半の「精神的支柱を確かめるための読書」と銘打って，もっとも力を入

れて薦めるカテゴリーの一つである。文学作品の総説，全体像を読者に伝える簡便な

書物も多く選ばれている。少年向き，少女向きというカテゴリーがあるのも，思春期

という発達過程が注目された当時を反映したイートンの選書の特徴である。後に児童

書を書き始めるイートンの片鱗を示すものだ。社会情勢を知るための本も多く挙が

り，社会改革の先鞭をつけたジェーコブ・リースの著作や腐敗の構造を読み解くため

の市政の解説書が推薦されている。「社会問題を考える２選」ではブッカー・T・ワ

シントンの『黒人の未来』，ホームレスを装って，ヨーロッパ，アメリカを放浪した

ジョサイア・フリントの『貧乏放浪記』が挙がり，世界観を変える２冊と絶賛してい

る。カタログの最後，５４５番はアンドリュー・カーネギーの『富の福音』である。後

の成功した姿より，若き日のカーネギーを是非若者に読んでもらいたいと結んでい

る。入門書や実用書の書き手であったイートンだがここに受験用のお助け本はない。

新しい思想，思潮を伝えるもの，国内の現状を伝える作品，海外作家の紹介，見聞録

など海外の事情に目配りした広範な選書が続く。また芸術に関する書籍の推薦が多い

のも想定した読者向けだろう１４）。

そうした傾向をより表すのが，会員に配布された，ブックラヴァース・マガジンだ

ろう。高級絵画や調度品の広告は，読者層が明らかだ。移民を背景に広がる社会不安

から，伝統的な審美形式が好まれ復古主義が生まれていた時代でもある１５）。上昇志向

の読者に訴えるものであったろう。年間購読料３ドル，一冊２５セントで始まったカ

ラーの豪華な挿画入りマガジンの発行である。（１９０３．１月創刊）「大学長」特集，「鉄

道王特集」に加えて，最新の美術界の動向を毎回のように伝えている。「絵画の楽し

み方」，「貴重本特集」なども購入層が豊かであることを物語っている。「百貨店」特

集や「ヨーロッパ旅行」関連の記事も同様だ。「エマソン生誕百年記念」特集や「話
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題の女流小説家」特集も編集者イートンの選書傾向を現している１６）。イートン自身が

雑誌編集の成功者を夢見て創刊したであろうことはその第一号が「雑誌編集者」特集

であったことからも見て取れる。『雑誌の背後にいる男たち』では「センチュリーマ

ガジン」のリチャード・ワトソン・ギルダー，「スクリブナー」のチャールズ・スク

リブナー，「レイディーズ・ホーム・ジャーナル」のエドワード・ボック，「ハーパー

ズ・ウィークリー」のジョージ・ハーヴェィなど時代を牽引する編集者の特徴，雑誌

の傾向を手短にまとめたものから始まっている。かれらの影響力に憧れていたの

だ１７）。

イートンにとって編集者が夢であったことは，彼が残した唯一の小説のタイトルに

も伺える。『ダン・ブラック――編集者・経営者』（１９０１）には新聞の編集者・経営者

を名乗る主人公，ダン・ブラックが登場する。厳しい社会批判の社説で知られるブ

ラックが，食堂で働く美しい移民女性に恋をする話だ。最後には病魔に犯され瀕死と

なったその恋人を祈りの力でよみがえらせる。陳腐な筋書きの中に１９世紀を生きた

イートンの憧れと２０世紀に齎された野心が同時に語られている。イートンの選書傾向

を見ていく上で鍵となる著作である１８）。

さらにイートンはこの会員制図書クラブと同時に１９０２年には，駅前図書館という新

しい発想の図書館を発足させた。こちらも会員制でその名をタバード・イン図書館と

いう。大学を去り，啓蒙教育者，編集者，出版者，経営者として活路を見出し，成功

を夢見たイートンの行き着いた結果であった。この新しい図書館の形態は最盛期には

鉄道，船付き場，ホテルなど人々の往来のあるところ，人々が待ち時間に手に取りや

すいところを求めて１５００箇所に及んだという。置かれた本が一目でタバード・イン図

書館のものとわかるように装丁を工夫し，目につきやすくしたという。一冊ずつ保護

用ケースに入り，赤い帯の目印がつけられていた。時代の要請に応えてどのような形

で読書習慣を根付かせるか考え抜いた結果であった。回転式の本棚が目印であり，広

告にも必ず登場している。最初の５ドルを払えば終身会員となり，以降タバード・イ

ン図書を差し出せば，５セントの安価で新しい本と交換できると説明している（図

②，③）。

タバード・インの名はジョン・バニヤン『天路歴程』の主人公が出発した宿の名で

ある。プロテスタント世界で最も広く読まれた宗教書であり，教訓物語のその名を選

んだことは，つつましい回転書架の「図書館」の実態とそぐわない。しかし，イート
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ンの信仰と，巡礼をイメージした自分の境遇をその名に重ねているのかもしれない。

読書によって導かれ辿りつく世界への強い思いを会員に伝えたかったのかもしれな

い。カタログ商法と同時に展開されていたため，選書傾向は同じである。文学，哲学，

宗教書，そして何より目新しい新刊のなかから読むべき本を選んで図書を提供する

サービスを売りに展開された。人々が動くことを前提に，A駅のタバード・イン図書

館で購入した本も B駅のタバード・イン図書館で返却し，また新たに購入できる便

宜を図った。安価で次々と図書を購入し続けるネットワークを夢見た。新しいという

ことを売りにしたので，３－６ヶ月で本が入れ替わったという。消費者となった読者

層に応えることを謳っているのである１９）。中産階級向けであった通信販売の会員制図

書クラブの内容を働く一般の人々に拡大しようとしたのだった。多様な読者層に応

え，変化に取り残されない新しいアイデアを持ち込むイートンのビジネス精神を表す

経営であった。

図③ タバード・イン所蔵図書のブッ
クプレート（本論著者所蔵）

図② 回転式書架，タバード・イン図書館
（The Booklovers Magazine , Vol. IV. No
IV. October, 1904の広告欄に掲載）
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この世間の動向を見逃さない方針がイートンに次の展開を生んだ。当時のルーズ

ヴェルト大統領の人気を児童書に取り入れたのである。ビジネス手腕にたけたイート

ンは経営方針を転換し仕事の重点を児童書に移した。その背景には，会員制図書クラ

ブや駅前図書館の経営が思わしくなかったことがある。ブックラヴァース・マガジン

のほうはアップルトン・マガジンが経営を引き継いだことにはなっているが，会員制

読書クラブと駅前図書館はわずか５年で閉鎖に追い込まれた。

閉鎖の過程を知る手がかりは資料として手にはいらないが，１９１９年のクリスト

ファー・モーレイの著作『亡霊本屋』に，タバード・イン図書館の末路をみる箇所が

ある。登場人物の青年が訪ねたドラッグストアの隅に回転式書架，タバード・イン図

書が並んでいるのだ。埃を被った書名を一瞥しながら，彼がその時代遅れの「懐古趣

味的」書籍の名に一瞥を投げる場面である。打ち捨てられた印象は否めない。もっと

もこのうち捨てられ誰も注目しない書架に置かれた空の本の保護用ケースが犯罪とか

かわっている，というのがこの『亡霊本屋』という古本屋を舞台にした小説のプロッ

トなのだ。大統領ウッドロウ・ウィルソンを船上で爆破しようとする親独の人々の計

画の拠点が回転式タバード・イン図書を設置していたドラッグストアで，その地下が

爆弾製造所なのである。時は第一次大戦直後である。爆弾はウィルソンの愛読書とい

われる，トーマス・カーライルの『オリバー・クロムウェル』に仕掛けられ運ばれて

いくのである。タバード・インの書架が犯罪の伏線になるほど怪しく，落ちぶれたイ

メージとなってしまったとみるか，あるいは本がそうしてタバード・イン図書館を移

動していく，イートンが夢見たネットワークが人々の脳裏にイメージされているから

こそのプロットなのか，判断に迷うところである２０）。何れにせよ，イートンが当初夢

見た面影は無い。あれほど時代に乗り遅れまいとしたイートンの選書は時代遅れに

なってしまっていた。一方，ドレクセル大学時代からの実用本や文学作品の編著書本

はホームスタディサークル・ライブラリーとして存続，それらは，アメリカンカレッ

ジコースと１９１２年に名を変え，１９１９年のイートンの死後も手軽な入門書として出版が

続いた２３）。

イートンが手がけた出版業，編集業，会員制図書館の運営をどのように評価すべき

であろうか。試行錯誤しながらイートンはまず大学や学校に行けない人々が入手でき

る自習目的の本を送り出した。イートンの学習帳はどれもフィラデルフィア出身のベ

ンジャミン・フランクリンの切磋琢磨する姿を髣髴させる自己研鑽の書である。背景
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には都会に出た若者たちの立身出世へのゆるぎない想いがある。それを汲み取って，

度量衡の知識，綴り字や署名の仕方，正しい英語，手紙の書き方などの基礎教育を

イートンは重視した。当時，登用制度が整いはじめた「地方公務員試験合格」といっ

た新しく生まれたニーズに応えようとしたこともこの時代を象徴している。さらに，

カタログ商法という新形式の通信販売を書籍において導入した。世界が急速に変化す

るなか，人々が抱く「遅れまい」とする不安に見事に応えながら，本を届ける新しい

システムを張り巡らす。さらに会員制駅前図書館である。鉄道網，交通網の発展に事

業の拡大を夢見る起業家イートンである。こうした２０世紀初頭の日常生活に読書習慣

を広げるビジネスと知識の普及の展開がイートンの業績だった。

しかし，無料が条件である公立図書館が充実してくると，それらは時代遅れになっ

ていく２２）。とはいえ，この読書習慣の空白を利用した，イートンの公共奉仕の精神と

ビジネス手腕こそ当時のアメリカの発展と轍をひとつにしたイートンを映し出してい

るだろう。そして，最後に彼の名をもっとも有名にしたのは，当時の大統領の名を冠

した二頭の熊を主人公にした児童向け連載であった。

３．児童書の人気

イートンは多くの仕事と並行して，韻を踏んだ覚えやすいリズムで熊を主人公にし

た読み物を新聞や雑誌に仮名で投稿していた。人気を収めたため，ペンネームを改

め，実名に切り替え，『ルーズヴェルト・ベアーズ』シリーズとして，１９０５－８の間

に全四巻にまとめられた。長年の教育・啓蒙活動が最後に形をとったのがこの児童書

のシリーズといってよいだろう。当初の四冊をばらばらにし，テーマ別に再編集し

て，異なったタイトルを冠して次々と安価で販売された２３）。

物語の発端はコロラド，当時の開拓地の最前線である。二頭の熊がハンターから

奪った衣装を身に着け，東を目指す旅にでるという設定だ。ハンターの衣装にルーズ

ヴェルトの名があったので，拝借したというのが第一巻の発端だが，これはのちに大

統領セオドア・ルーズヴェルトの人気と歩調を合わせる中で，大統領のお墨付きであ

ることの証明としてその名を冠したと語られていく。第二巻では，大統領の子供たち

も読んでいます，という注が添えられる２４）。はるか西部の開拓地を出立して訪ねるの

はシカゴ，ボストン，ニューヨーク，フィラデルフィア，ピッツバーグ，ワシントン

D.C.とどれも農村出身者が憧れる大都会である。
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この本の目的は，第二巻の冒頭にイートン自身の言葉で次のように説明されてい

る。

この本でわたしは，子供たちに動物たちが，熊でさえも，人間とおなじような心を

もっていることを教えたかった。動物の第一の存在意義が必ずしも，人間の狩りの標

的ではないことをである。この教えが正しかったことは，多くの読者に本書が愛され

たことが証明している。昔から使われた，「熊に連れて行かれるよ。」といった子供へ

の脅し言葉がもはや通用しないことがわかるだろう２５）。

恐ろしい熊を愛らしい熊に変える担い手を宣言しているイートンである。これに

は，セオドア・ルーズヴェルトと熊に関する当時のエピソードが背景にある。セオド

ア・ルーズヴェルトは，幼少期からひ弱で，肉体的な劣等感，いじめられた体験の補

完作用として，その性格が説明されてきた人物である。一生をかけて，自己鍛錬を課

し，男らしさを演出した。狩りの名手でもあった。自分を支えた生き方を「奮闘的生

活」と名づけ，困難に立ち向かい，恐れず，努力する姿こそ，偉大な国を作り出す国

民に必要な資質であると説いた２６）。その大統領が熊を撃ち殺すのに待ったをかけたエ

ピソードに当時の人々は熱狂する。１９０２年，ミシシッピ州とルイジアナ州の州境の調

停に呼ばれた折の話である。州境の調停というきわめて西進するアメリカの現実，ま

た拡大した連邦政府の役割を象徴する大統領の訪問に，担当者は狩りの日程を組み入

れた。しかし，その日に獲物は現れず，困ったお付きは仕留めた瀕死の熊を差し出し

た。この仕組まれた狩りを大統領は好まなかった。

この話は後日二つの展開を生んだ。ひとつは愛らしい子熊を撃たなかった慈悲深い

大統領を創り上げることになった。クリフォード・K・ベリーマンによるイラストが

ワシントン・ポストの挿絵となって人々に流布されたからである２７）。もうひとつはそ

の挿絵を元に，大統領の愛称デディの名を持つ熊のぬいぐるみ，テディベアの誕生を

みたことである２８）。

フロンティアとよばれる人口過疎地域は１８９０年代に姿を消し，先住民の制圧も完了

した２０世紀の転換期に，連邦大統領自らが制圧すべき恐ろしい辺境の熊が愛らしく生

まれ変わる引き金を引いたのであった。この筋書きと大統領の人気を利用して，イー

トンは大統領の名を冠した熊を登場させたシリーズで追随したのである。珍道中の物

語，あらすじを見ていこう。
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第一巻では，コロラドの山で「奮闘的生活」を実践していると自負する二頭の熊が

主人公であると知らされる。ルーズヴェルト大統領のうたい文句を実践しているの

だ。その名をテディ Bとテディ Gという。Bと Gはグッドとバッドの違いではない

と断りながらも，どちらかといえばルールを守るテディ Bといたずら好きのテディ

G，子供たちにわかりやすく役割を使い分けている。二頭は，脅した狩人が慌てて逃

げる際に落としていった品々で東部の文明世界に興味を持ち，「銀行を買ってみせ

る」と豪語してコロラドの開拓地を出発することになる。鉄道を始め，あこがれる最

新の乗り物を乗り継いで東海岸までたどり着く。高級車両のプルマンではあまりの傍

若無人ぶりに列車から降ろされるなど大人たちには嫌われ者だが，学校を訪ねてはこ

どもたちの人気者だ。既存の教育現場が機能していないことを露呈させていく。行く

先々で，「努力を惜しんではいけないよ。男らしいスポーツをやって切磋琢磨するの

だよ。強い意志を持てるようになるのだよ」２９）とまるでルーズヴェルト大統領を代弁

した叱咤激励を子供たちに残していく。旅行中は各地で名所，旧跡を訪ね歩く。ハイ

ライトはナイアガラ観光，そして建国の史跡，ボストン，バンカーヒル，プリマスで

ある。最後にはハーバード大学で学位をもらうことになるのだが，課題はロバに乗っ

て講堂三周といった，学位を茶化すしたたかな熊でもある。学位に憧れながらも信用

しない，当時の西部人の東部観の代弁者のようだ。ボストンでは路上の子供たちの中

から，案内役を募集してボストン見物を終え，ニューヨークに向かう。

第二巻目になると都市で働く新しい職業が続々と登場する。町の消防士に挑戦して

みる。タイプライターを試してみる。新聞の発行を取材から，印刷などの工程を全て

やってみる。まるで子供たちへの職業紹介，体験学習である。子供たちと仕上げた新

聞には『熊が世界を支配したら，狩られるのは人間のほうだ』という社説である３０）。

主客転倒を謳い，なにごとにもしり込みしない。貧しい子供たちに孤児院を立てたい

とその目標を掲げて東部諸都市を巡るのである。

最後は目的地ワシントン D.C.で当時の大統領ルーズヴェルトに会うことである。

狩りの名手と聞いたルーズヴェルトに撃たれるのではと武装してホワイトハウスを訪

れるのだが，その心配も杞憂に終わり，自分たちを歓迎する大統領に狂喜する熊たち

で終わっている（挿画④）。まるで西部開拓地域の将来をこの大統領に託す確認に訪

れたかのような結末になっている。面会を終えた主人公の熊たちは，コロラドが懐か

しいとふるさとへ帰って行く。帰る故郷のある幸せを語るのである３１）。第二巻のあと

がきをかざるのは，紳士気取りの二頭が田舎に残る裸の熊たちに土産や熊のぬいぐる
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みを持ち帰る姿である（挿画⑤）。

観光旅行というサービス精神満載ながら，このシリーズでは，西と東を結ぶ重要

性，歴史施設の確認，連邦政府を束ねる大統領の求心力が児童書のなかで確認されて

いる。このシリーズは「熊は恐れるものではなくなった」と辺境のおわりを説く以上

に，見事な国家統一の使命を果たしていた。主人公は連邦統一を象徴する行動派大統

領の使者となったのである。そしてそれは最後に帰る西部のあることを印象づけたの

であった。

ルーズヴェルトの名を冠した使者を演じる以上，この熊たちは海外にも出かけてい

く。訪ねるのはロンドン，パリ，オランダ，ドイツ，ロシアそしてスイス。この旅行

記が第三巻目である。ここでも恐れを知らぬ熊たちの珍道中はヨーロッパ各地の名所

旧跡で流血の歴史を笑い飛ばす。「アンクル・サム」（アメリカ合衆国の擬人化された

呼び名）の代表者として堂々と国王に謁見に行くのである。野蛮だと笑われながら

も，反対にヨーロッパの歴史，国王の権威をこき下ろす。そして最後はイタリア，ト

ルコ，エジプトへの旅を夢見るところで終わっている。熊たちは国内統一の役割のみ

ならず，海外にまで堂々と出て行き主張する熊に変化したのであった３２）。

挿画④ The Roosevelt Bears Go To Wash-
ington, p. 178. Illustrated by R. K.
Culver

挿画⑤ The Roosevelt Bears Go to Washington, p . 185.
Illustrated by R. K. Culver
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イートンの作り出した熊たちはアメリカを代表するメッセンジャーとして，広く家

庭の子供たちに流布されていった３３）。イートンが夢見た自己研鑽，そして読者層の変

化を読み取り新しい読者層を創り上げようとしてきた野望はこの熊たちによる児童

書，それを読み聞かせる家庭教育に行き着いた。アメリカの新しい使命感と海外へと

向かう視線を送り込むことに辿り着いたのであった。

おわりに

イートンにとって，誰でもどこでも本を手に取ることができるようにと，鉄道，船

着場を拠点にした新しい図書の流通網を作ることが夢であった。カタログが家庭に届

くことで生まれる読書習慣作りが夢であった。それらの努力は叶わなかったが，晩年

児童書を通して，家庭教育の中に入り込むことに成功した。都会に出てきた者たち

に，都会での成功を支援することに始まった経歴は，その後も常により広い読者の獲

得を目指したものだった。そのイートンが最後にたどり着いた境地，それは都会への

誘惑に野心を抱きながらも，西部の我が家に帰ってほっとする思いを主人公に語らせ

ることであった。当時の多くの人々の共通する思いであったことだろう。変動期に

人々が求めた東部での成功への憧れ，遅れまいと思う知識への渇望，ネットワークが

繋ぐ安心，そして旅して帰る開拓地の我が家の存在，それらを代弁する役目を熊たち

の珍道中を通して描いて見せた。しかしそれは同時に幼時期に新しいアメリカ像，大

統領像を焼き付けることになっていったのである。

イートンが書籍の所有・購買意欲に応えようと夢見て叶わなかった全国規模の会員

制図書購入クラブ，毎月定期的にベストセラー本を届けるブック・オブ・ザ・マン

ズ・クラブの誕生は皮肉にもイートンの亡くなる１９１６年であった３４）。しかし，空白を

埋めようと奮闘したイートンの業績は２０世紀初頭のアメリカの読書空間，大学，図書

館，通信教育など混沌とした市民教育の役割を見ていく上でも，秩序や権力を支える

文化の役割を見て行く上でも忘れてはならないものに思われる。

注

１）南北戦争後から２０世紀初頭はアメリカ合衆国の転換期であり，その後のアメリカを決定付

けたといっても過言ではない。この国民国家が自明でない時期の秩序作りの重要性を語る

書物は枚挙に暇が無いが，Robert H. Wiebe, The Search for Order, 1877−1920, New York: Hill

and Wang, 1967, Daniel T. Rogers, Atlantic Crossings: Social Politics in a Progressive Age, Cam-

bridge, Mass: Harvard University Press, 1998, Alan Dawley, Changing the World: American Pro-

恵泉女学園大学紀要 第２５号

－ 16 －



gressives in War and Revolution, Princeton: Princeton University Press, 2003.などが挙げられる。

２）イートンの自伝，伝記はない。勤務先であった Drexel University, W.W. Hagerty Library,

Philadelphiaに勤務記録，担当講座の資料などわずかなものが残る。本論ではイートンの著

作，編集業績を資料とした。その偏りは否めないが，その評価は可能であるという立場に

立った。

３）Christopher J. Lucas, American Higher Education: A History , New York: Palgrave MacMillan,

2006. F.ルドルフ『アメリカ大学史』阿部美哉・阿部温子訳，東京：玉川大学出版部，２００３。

４）Edward D. McDonald and Edward M. Hinton, Drexel Institute of Technology 1891−1941−−−A
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